
１ 事業の目的

多度津町消防団

「消防団の力向上モデル事業」事業紹介
消防団名事業名

消防団情報管理システムを導入することにより、消防団員の情報管理、
出動状況及び表彰対象者等を一元管理することで、事務の効率化と情報
の共有を図るとともに、地域をみんなで守る意識を高める。また、入団促
進のＰＲ動画を放映することで、視聴した住民や多度津町に関わる人たち
が加入したくなる消防団を目指す。

２ 事業内容
１ 消防団情報管理システムの導入
    クラウド型管理システムを導入し、システムの安定性・信頼性を確保する
とともに、データチェック機能の活用により登録情報の正確性を高める。あ
わせて、消防団員への情報共有および情報発信を円滑化し、事務作業の
効率化を図る。

＜管理システムの仕様＞
 ・消防団員管理（情報入力、台帳/名簿作成、表彰情報）
 ・出動状況（明細書印刷、手当）   ・報酬（年額報酬）
 ・統計処理業務（集計処理）   ・ＤＭ発行処理
２ 入団促進ＰＲ動画制作
町内に設置されている大型のＬＥＤビジョン及び町公式ホームページ等を
活用して入団促進ＰＲ動画を放映し、消防団への加入を促す。

＜入団促進ＰＲ動画概要＞
 ・動画内容：専門業者が制作した入団を促す内容のもの
 ・放映場所：町内２カ所・町公式ホームページ及びＳＮＳ
 ・放映時間：１５秒程度（大型ビジョンについては０６時から２２時の間、約５
分毎に繰返し放映）

４ 目標達成状況

３ 事業成果
１ 団員の純増（人員確保の成果）

・期間内で「入団＞退団」となっており、団員確保の面で減少を食い
止め、純増（＋１）を実現した。
・入団促進ＰＲ動画の放映（大型ＬＥＤビジョン、町公式ＨＰ、ＳＮＳ）
により、消防団の認知機会が増加し、新規加入（５人）の獲得につな
がった。
・情報管理の一元化（クラウド化）を進める方針により、連絡、事務
が整う見通しを示せたことが、入団時の心理的ハードル低下に寄与
した。

２ 退団抑制（継続率の成果）
・団員数１１８人に対して、退団４人は約３．４％。
・大幅な離脱が起きず、一定の継続率が確保されている。

３ 女性団員の確保は未達成（次年度の重点課題が明確化）
・女性入団者数は０人で、女性確保に関しては成果が出ていない。
・次年度は女性入団につながる広報内容、導線、受入体制の整備
を重点課題として明確化する。

５ その他参考情報
多度津町消防団公式サイト https://tadotsu-vfc.jp

香川県多度津町自治体名消防団ＤＸ推進事業

指標 当初目標 実績値

ｼｽﾃﾑ説明会 団員２７名 団員未実施 消防職員７名実施

PR動画放映 ２カ所 ０６時から２２時 ５分毎 ２カ所 ０６時から２２時 ５分毎

町公式SNS ４サイト ４サイト

入団者数 男性１５人 女性７人 男性５人 女性０人
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